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調査結果サマリー 
 

 

 

平成28年11月25日 
 

各位 

 

【家族の健康不安とお金に関する調査】 

家族の健康を心配する人74％ 対策をしている人43％ 

ボーナスの家族での使い道は、1位旅行 2位外食 3位健康 

～家族の健康への不安はあるが、後回しになる傾向！？ 日本トリム調べ～ 

 

 整水器シェア No.1 の株式会社日本トリム(本社:大阪市、代表取締役社長:森澤紳勝)は、既婚で

子供のいる全国の 30〜60 代の男女 300 人を対象に、「家族の健康とお金に関する調査」を 2016 年

10 月 18 日～10 月 19 日にインターネットにて実施いたしました。 

 

【調査背景】 

厚生労働省の発表によると、2015年度の医療費は41.5兆円に達し、13年連続で過去最高を更新しています。

また、2015年度は前年度からの伸び率がプラス3.8%（約1.5兆円増）と、過去5年間で最も高い伸びを示しま

した。日本トリムの電解水素水整水器は、胃腸症状の改善に効果のある管理医療機器として認証されていま

す。また当社は「ウォーターヘルスケアという、新習慣。」を提唱しており、整水器を蛇口に設置して新鮮

な電解水素水を飲むことで、予防医療として日々の生活の中に取り入れることができるとして、家族の健康

を意識するご家庭、健康経営を意識する法人様を中心にご使用いただいています。今回は、「家族の健康不

安とお金に関する意識」について調査いたしました。 

 

 
◆家族の中で1番健康を心配している相手は「配偶者」［P2-3］ 
・家族の健康を心配している人は74％だが、実際に行動を起こしている人は43％にとどまる 
・男性よりも女性が家族の健康を心配する傾向に 
・健康に対する普段の取り組みとして男女ともに食生活改善が1位、運動が2位 
 

◆医療費に対して不安の声65.3％ 

収入（お金）と健康対策に因果関係を感じる人が半数以上という結果に。［P4］ 
・医療費に対し不安に思ったことがある人は、65.3％ 
・収入が増えれば、健康への取り組みに積極的になれると答えた人は半数を超える60％ 
 

◆「ボーナスなどのまとまったお金」家族での使い道は、1位：旅行 2位：外食 3位：健康 
身体よりも心のリフレッシュが優先に［P5］ 

・家族の健康に対する不安は大きいが、健康分野にお金を使う人は5人に1人程度 
・男女共に身体より心のリフレッシュを重視 健康への取り組みが後回しされる傾向に 

 
◆健康のためにお金を使うなら「健康診断」や「運動」が上位 
生活習慣では男女ともに「食生活の改善」が1位 
30代は「水や空気の改善」意識が他年代に比べて2倍以上［P6～7］ 

・健康のための毎日取り入れる習慣として「食生活の改善」が1位 
・女性は男性より「健康食品」や「健康家電」に使う傾向 
 

 

News Release 
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0.9% 

7.2% 

35.3% 

50.2% 

52.0% 

69.2% 

その他 

ペット 

親 

自分 

子ども 

配偶者（夫または妻） 

特に誰の健康を気遣っていますか。（N=221,複数回答） 

 

家族の健康を心配している人は74％。男性より女性が家族の健康を心配する結果に 

家族の健康について「とても心配している」「心配している」「少し心配している」と回答した人は74％と

多くの人が心配しているという結果に。男女別に見ると、心配している人の割合は女性が79.3％で男性が68%

となり、女性の方が家族の健康を心配しているという結果となりました。 

 

家族の中で1番健康を心配している相手は「配偶者」 

親よりも、子供や自分自身の健康を気遣う人が多い傾向に 

特に誰の健康を気遣っているかという質問には、「配偶者」の健康を気遣う人が69.2%と圧倒的に多く、次い

で「子ども」52％、「自分」50.2％という結果となりました。親に対しては35.3%と、自分自身より低い結果

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族の中で1番健康を心配している相手は「配偶者」 

家族の健康を心配している人は74％だが、 

実際に行動を起こしている人は43％にとどまる 

とても心

配している 

14% 

心配して

いる 

23% 

少し心配

している 

37% 

あまり心

配してい

ない 

21% 

心配して

いない 

3% 

全く心配して

いない 

2% 

家族の健康について心配していますか 

（N=300,単一回答） 

18.0% 

10.7% 

28.0% 

17.3% 

33.3% 

40.0% 

17.3% 

24.7% 

1.3% 

4.7% 

2.0% 

2.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

女性 

男性 

家族の健康について心配していますか（男女別） 

（N=300,単一回答） 

とても心配している 心配している 少し心配している 

あまり心配していない 心配していない 全く心配していない 
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実際に「家族の健康を守るために取り組んでいる」人は、43.3%と半数を下回る結果に 

女性は半数以上が取り組んでいるのに対し、男性は 32%にとどまる 

家族の健康を心配している人が 74％に対して、実際に何か行動をしている人は 43.3％と低く、心配してい

ながらも特に行動を起こしていない人が多い傾向がありました。男女別でみると、女性は半数以上の

54.7％が「家族の健康のために取り組んでいる」に対し、男性は 32％と男女差が大きく開く結果となりま

した。女性の方が、普段から家事などを通じて、直接的に家族の健康を気にし、行動をおこしやすいこと

が伺えます。 

 

健康のための取り組みは「食生活の工夫」が１位、次いで「運動」が上位に 

女性の方が男性よりも食生活の工夫をする傾向に 

家族の健康を守るための取り組みとしては、「食生活の工夫」が女性 93.9%、男性 79.2%と男女共に高い結

果となりました。「運動」や「医療機関への受診」と比べ、生活に不可欠で取り組みやすい食生活だから

こそ、工夫しやすいことが伺えます。栄養バランスや食材、料理に使用する水など、様々な角度から食生

活を気遣っている人も多いのではないでしょうか。 

54.7% 

32.0% 

45.3% 

68.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

女性 

男性 

実際に家族の健康を守るために取り組んでいることは

ありますか。（男女別）  

（N=300,単一回答 ） 

取り組んでいる 取り組んでいない 

取り組ん

でいる 

43% 

取り組ん

でいない 

57% 

実際に家族の健康を守るために 

取り組んでいることはありますか。 

（N=300,単一回答） 

0.8% 

15.4% 

30.8% 

46.2% 

50.8% 

88.5% 

その他 

住環境の工夫（衛生面など含む） 

睡眠の推進 

定期的な医療機関への受診 

運動の推進 

食生活の工夫 

（前問で「取り組んでいる」と答えた方にお伺いします）実際に家族の健康を 

守るために、どのような取り組みをされていますか。（N=130,複数回答） 
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また、取り組んでいる内容として男女で差が見えたのが、食と運動についてです。「食生活の工夫」と回

答した女性は 93.9%とほとんどの女性が回答しており、男性と比べ約 15%差があります。一般的に、料理を

する機会が多い女性だからこそ、家族の食生活がより身近で改善しやすいことが伺えます。 

しかし、「食生活の工夫」以外の項目については、全項目について男性の方が多い結果となっており、女

性の健康に対する取り組みは、特に食生活に偏っていることがわかりました。 

医療費に対して不安に思ったことがある人は 65.3％ 

「医療費について不安に思ったことがある」という回答者が65.3％いることから、個人でも医療費に対する

不安を抱えている人が多数いることがわかりました。医療費については、財政圧迫に対する不安を持つ国家、

将来を不安視する国民、どちらの立場からも、大きな不安を抱えていることがわかります。個人としてはこ

の不安を軽減するためにも、日頃の生活から自分及び家族の健康を気遣う工夫が必要です。 

0.0% 

12.2% 

29.3% 

41.5% 

42.7% 

93.9% 

2.1% 

20.8% 

33.3% 

54.2% 

64.6% 

79.2% 

その他 

住環境の工夫（衛生面など含む） 

睡眠の推進 

定期的な医療機関への受診 

運動の推進 

食生活の工夫 

（前問で「取り組んでいる」と答えた方にお伺いします）実際に家族の健康を 

守るために、どのような取り組みをされていますか。（男女別）（N=130,複数回答） 

男性 女性 

不安に思ったことがある 

65% 

不安に思ったことはない 

35% 

自分や家族が病気になったことを想定し、医療費について不安に思ったことはありますか。

（N=300 ,単一回答） 

医療費に対して不安の声65.3％ 

収入（お金）と健康対策に因果関係を感じる人が半数以上という結果に。 

Pa-senn。 
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9.3% 

11.0% 

20.7% 

21.3% 

22.0% 

25.0% 

63.7% 

その他： 

車 

住宅（リフォームなど含む） 

家電（健康家電は含まない） 

健康（健康家電を含む） 

外食 

旅行 

ボーナス等のまとまったお金が入り家族の

ために使うと考えた場合、 

何に遣いますか （N=300,複数回答 ） 

収入が増えれば健康への取組みに積極的になれると答えた人は、半数を超える 60％ 
60％の人が「収入が増えれば、自分や家族の健康への取り組みに積極的になれる」との回答をしていること

から、実際に行動できていない人でも、経済的事情が改善されれば健康への取り組みに興味があることが分

かりました。近年問題視されている貧困化が、より国民の予防医療への取り組みを妨げる恐れもあり、ます

ます国家としての医療費増加が懸念されます。 

家族への健康不安は大きいにも関わらず、 

まとまったお金を健康分野に使う人は5人に1人程度 

家族でのまとまったお金の使い道は、旅行が63.7％で圧倒的に多く、次いで外食25％、健康22％という結果

となりました。家族の健康について、74％の人が不安に思っているにも関わらず、実際には旅行・外食など

の娯楽が重視されており、実質的に健康への取り組みが後回しになっている現状が見受けられます。 

また、「まとまったお金を健康のために使う」と回答した割合は30代が11.4％で一番低く、一番多い60代は

32.6％でおよそ3倍と、年齢が高くなるにつれて健康のための投資が多くなっていることが分かります。 

 

「ボーナスなどのまとまったお金」家族での使い道は 

身体より心のリフレッシュを重視し、健康が後回しにされる傾向に 

使い道 1位：旅行 2位：外食 3位：健康 

積極的になれる 

60% 

積極的になれない 

（お金と健康は関係ない） 

40% 

収入が増えれば、自分や家族の健康への取り組みに更に積極的になれると思いますか。

（N=300,単一回答） 

11.4% 

17.3% 
20.4% 

32.6% 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

35.0 

30代 40代 50代 60代 

ボーナス等のまとまったお金が入り家族の

ために使うと考えた場合、 

健康のために使うと回答した人 

（年代別） （N=66 ） 
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男女共に身体より心のリフレッシュを重視 健康への取り組みが後回しされる傾向に 

健康よりも旅行や外食を優先する理由として、「心のリフレッシュの方が必要」との回答が半数以上となっ

ており、身体的な健康よりも、心のリフレッシュを優先している人が多く見られます。ストレス社会と言わ

れる現代社会の中で、定期的な心のリフレッシュにより心を健康に保つことも必要不可欠ですが、体調不良

を感じてから事後行動となりがちな健康への取り組みも、日頃から取り入れたいものです。お金の使い道も

「心と身体のバランス」を考えることが大切でしょう。 

 

まとまったお金を健康ために使えるとしたら、「健康診断」や「運動」が上位に 

女性は男性より「健康食品」や「健康家電」に使う割合が高い傾向 

まとまったお金を健康に使えるとしたら、人間ドッグなどの「健康診断」が 62.7％と一番多いという結果

になりました。「運動」や「食事改善」といった、実際の健康課題に対する行動段階にいる方は少なく、

まずは予防医療の手始めである、自身の健康に対する現状チェックをしたいという人の多さから、自身の

身体の状態さえも十分に把握できていない人が多いことがうかがえます。 

 

6.4% 

6.0% 

9.8% 

23.1% 

54.7% 

その他 

自分は健康に興味があるものの、家族の健康への意識が低いため 

家族の健康や医療費については、自信があるため 

日々の生活での利便さや快適さを優先したいため 

心のリフレッシュの方が必要だと感じるため 

（前問にて健康以外の選択肢を選んだ方にお伺いします）健康より、他のことを優先する 

理由はなんですか。（N=234,単一回答） 

3.3% 

20.7% 

32.0% 

24.0% 

58.7% 

4.7% 

19.3% 

17.3% 

35.3% 

66.7% 

その他 

健康家電 

健康食品（サプリメント等含む）の購入 

運動（機器の購入やジムへの登録） 

人間ドッグなどの健康診断 

まとまったお金を健康のために使えるとしたら、何に使いますか。 

男女別 （N=300,複数回答） 

男性 女性 

健康のためにお金を使えるとしたら「健康診断」や「運動」が上位 

生活習慣では男女ともに「食生活の改善」が1位 

30代は「水や空気の改善」意識が他年代に比べて2倍以上という結果に 
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82.9% 

54.3% 

31.4% 

22.9% 

0.0% 

64.2% 
61.7% 

18.5% 

7.4% 1.2% 

66.3% 

57.1% 

14.3% 12.2% 0.0% 

64.0% 

72.1% 

18.6% 

8.1% 0.0% 

食生活の改善 運動 水の改善 空気の改善 その他： 

健康のために毎日取り入れる習慣として興味のあるものはありますか。 

（年代別） （N=300,複数回答） 

30代 40代 50代 60代 

健康のために毎日取り入れる習慣として実施したいものは「食生活の改善」と「運動」 

30 代では「水や空気の改善」に対する意識が他の年代に比べて 2倍以上という結果に 

健康のために毎日取り入れる習慣として興味があり実践したいものは、1位：食生活の改善（67％）、2

位：運動（62.3％）、3位：水の改善（18.7％）、4位：空気の改善（11％）と大きな差がみられました。

「水の改善」「空気の改善」については、30 代が他年代と比べ 2倍以上高く、若い世代を中心に、生きる

ことに欠かせない水や空気への関心の意識の高さが伺えます。 

 

［調査実施要領］ 

調査名  ：「家族の健康・お金に関する調査」 

調査期間 ： 2016 年 10 月 18 日～10 月 19 日 

調査方法 ： インターネットリサーチ 

調査対象 ： 全国の 30 歳〜69 歳の子どものいる既婚男女 300 人 

有効回答数： 300 

 

■■報道関係者の皆様へ■■ 

本調査結果の内容転載にあたりましては、「日本トリム調べ」と付記の上ご使用いただきますよう、  

お願い申し上げます。 
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日本トリムの電解水素水整水器（※1）は、胃腸症状の改善に効
果・効能のある家庭用管理医療機器として認証されております。
蛇口に設置してできたての電解水素水を飲む事ができます。また、
水素水500mlで約3円（※2）というコストで継続的に効率よく水
素水を摂取することができます。  
 

 ご家庭以外にも飲食店などで多く活用いただいており、日本ト
リムの電解水素水を活用している飲食店は全国に広がっています。
胃腸改善効果が認められている整水器から作られた電解水素水を 
毎日の生活に取り入れることで、胃腸の調子を整え、忘年会新年 
会シーズンをのりきりましょう。  
 

 

 

（※1）電解水素水整水器とは、水道水に含まれる塩素や鉛などの不純物を浄水フィルターに通して除去し、 

その水をさらに電気分解した、抗酸化性のある水素を豊富に含んだアルカリ性の水を生成する器械です 

（※2）トリムイオンHYPERを使用し、1日21リットルを5年使用した時の500mlあたりの単価  

(カートリッジ・電気代・水道代含む） 

 

 

 

 

 日本トリムは、電解水素水整水器販売を主軸とした事業を展開し、これまでに85万台を超える販売実績が
ございます。水が持つ機能に世界に先駆けて着目し、現在も国内外の研究機関との産学共同研究によりその
可能性を追求しております。電解水素水の利用は飲用にとどまらず、血液透析へ応用した『電解水透析®』や、
農作物の灌水・散布に利用した『還元野菜®』の栽培など、医療分野や農業分野、工業分野での様々な応用を
実現し、電解水素水をベースに世界へ挑戦するオンリーワン企業を目指します。  
 
■会社名/株式会社日本トリム   
□設立年月日/1982年(昭和57年)6月12日   
□代表取締役/森澤 紳勝 （もりさわ しんかつ）   
□資本金/992,597,306円   
□従業員数/463名（関連会社等を含む）   
□企業ホームページ/http://www.nihon-trim.co.jp/  

日本トリムとは 

日本トリムの水素水整水器とは 

電解水素水整水器トリムイオンHYPER 

http://www.nihon-trim.co.jp/
http://www.nihon-trim.co.jp/

